
無
縁
の
女

(
そ
の
二
)
|
|
「
久
我
雅
忠
女
」
私
見
|
|

は
じ
め
に

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
殺
害
二
四
大
取
一
馬
編
『
中
世
の
文

学
と
思
想
』
(
平
成
二

O
年
一
二
月
刊
行
)
に
「
無
縁
の
女

l
l
『と

は
ず
が
た
り
』
に
見
る
「
無
縁
」
|

l
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
、
す
で
に
七
年
も
の
歳
月
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
私

を
取
り
巻
く
「
有
縁
」
の
世
界
の
煩
現
な
雑
事
に
追
わ
れ
、
お
よ
そ

「
研
究
」
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
ば

か
り
で
あ
る
。

こ
の
七
年
の
あ
い
だ
に
「
無
縁
」
と
い
う
語
、
と
り
わ
け
「
無
縁

社
会
」
と
い
う
語
は
、
現
代
社
会
を
象
徴
す
る
用
語
と
し
て
、
日
常

的
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
が

N
H
K
に
よ
り
「
無
縁
社
会
」
と
い
う
切
り
口
で
制
作
さ
れ
た
一
連

宮

子

1
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明

の
テ
レ
ビ
番
組
だ
っ
た
ろ
う
か
。
私
の
住
む
小
さ
な
町
の
公
立
図
書

館
に
も
「
無
縁
社
会
」
に
関
わ
る
本
が
数
冊
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
諮
ら
れ
て
い
る
無
縁
社
会
と
は
、
行
旅
死
亡
人
、
無
縁
死
に
象

徴
さ
れ
る
、
孤
独
で
救
い
の
な
い
閥
の
世
界
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
網
野
善
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
を
は
じ
め
と
す

る
数
多
く
の
氏
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
中
世
に
お
い
て
、
「
無

縁
」
の
輩
、
「
無
縁
」
の
世
界
は
、
単
に
共
同
体
か
ら
脱
落
、
流
出

し
、
体
制
の
外
に
排
除
さ
れ
た
人
々
、
貧
し
ミ
卑
し
め
ら
れ
た
世
界

を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
無
縁
」
・
「
公
界
」
・
「
楽
」
の
原
理
は

日
本
中
世
に
お
け
る
「
自
由
」
と
「
平
和
」
の
原
理
で
あ
っ
た
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
の
作
者
・
久
我
雅
忠
女
(
本
稿
で
は
、
彼
女

が
二
条
と
い
う
小
路
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
常
に
久
我
家

の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
尊
重
し
て
、
久

我
雅
忠
女
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
は
、
網
野
氏
の
言
う
、
こ
の
「
無

一
五
九
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縁
」
の
原
理
が
根
強
く
息
づ
い
て
い
た
中
世
前
期
に
生
ま
れ
た
。
私

は
、
雅
忠
女
が
稀
有
な
る
「
有
縁
」
の
世
界
を
心
の
支
え
と
し
、
常

に
そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
現
実
の
生
活
に
お
い
て
は
、
と
り
わ

け
出
家
後
の
生
活
に
お
い
て
は
、
無
縁
の
原
理
に
支
え
ら
れ
て
生
き
、

ま
た
そ
れ
が
あ
る
が
ゆ
え
に
旅
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、

と
考
え
て
い
る
。
七
年
前
に
記
し
た
拙
稿
に
つ
づ
い
て
雅
忠
女
の
姿

を
追
っ
て
み
た
い
。
彼
女
に
対
す
る
見
方
も
基
本
的
に
は
七
年
前
と

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
本
稿
は
前
稿
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

本
稿
中
の
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
関
す
る
引
用
文
お
よ
び
頁
は
、

す
べ
て
久
保
田
淳
校
注
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。

ま
ず
雅
忠
女
の
ル

l
ツ
を
探
っ
て
み
よ
う
。
彼
女
が
常
に
誇
っ
て

い
た
よ
う
に
、
久
我
家
の
先
組
は
村
上
天
皇
の
皇
子
・
具
平
親
王
で
、

彼
女
の
曾
祖
父
は
内
大
臣
・
源
通
親
、
祖
父
は
太
政
大
臣
・
久
我
通

光
。
父
方
の
家
系
に
は
華
麗
な
肩
書
を
も
っ
人
物
が
並
ぶ
。

母
方
の
家
系
も
な
か
な
か
の
も
の
で
、
彼
女
の
曾
祖
父
は
平
清
盛

女
を
母
に
も
つ
権
大
納
言
・
四
条
隆
衡
、
そ
の
弟
の
一
人
に
圏
域
寺

出
身
の
僧
で
鶴
岡
八
幡
宮
の
別
当
と
な
っ
た
隆
弁
が
い
る
。
隆
衡
の

一
六

O

二
男
で
内
大
臣
・
坊
門
信
清
女
(
源
実
朝
室
の
妹
)
を
母
に
も
つ
の

が
彼
女
の
祖
父
、
大
納
言
・
四
条
隆
親
。
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
数

多
く
登
場
す
る
叔
父
の
善
勝
寺
大
納
言
・
隆
顕
と
彼
女
の
母
は
そ
の

子
で
あ
る
。
本
稿
で
は
雅
忠
女
の
鎌
倉
行
き
を
考
察
す
る
う
え
で
、

曾
祖
父
の
弟
・
隆
弁
と
生
母
の
弟
と
見
ら
れ
る
隆
顕
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
普
勝
寺
大
納
言
・
四
条
隆
顕
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
彼
は

公
卿
補
任
に
「
母
故
佐
馬
頭
源
義
氏
朝
臣
女
」
、
尊
卑
分
脈
に
も

「
母
佐
馬
頭
源
義
氏
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
隆
顕
の
母
の
父
で
あ

る
源
義
氏
す
な
わ
ち
足
利
義
氏
は
鎌
倉
幕
府
の
重
鎮
。
義
氏
の
父
・

足
利
義
兼
は
源
義
家
の
曾
孫
で
、
尊
卑
分
脈
に
よ
れ
ば
、
そ
の
母
は

頼
朝
の
母
の
妹
・
熱
田
大
宮
司
季
範
女
(
一
説
に
は
純
忠
女
)
。
頼

朝
と
義
兼
は
父
母
双
方
の
系
譜
か
ら
血
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
し
か

も
義
兼
の
妻
は
北
条
時
政
女
。
北
条
政
子
の
妹
で
あ
る
。
頼
朝
と
幾

重
に
も
血
縁
関
係
に
あ
る
義
兼
は
頼
朝
の
挙
兵
以
来
、
そ
の
信
頼
厚

い
源
家
一
族
と
し
て
活
躍
し
た
。
義
兼
と
北
条
時
政
女
と
の
あ
い
だ

に
生
ま
れ
た
の
が
、
義
兼
の
正
嫡
・
義
氏
で
あ
る
。
義
氏
は
北
条
泰

時
女
を
妻
と
し
、
承
久
の
乱
に
は
泰
時
に
従
っ
て
東
海
道
を
上
り
、

乱
後
、
思
賞
と
し
て
美
作
図
に
数
か
所
の
所
領
を
与
え
ら
れ
た
。
尊

卑
分
脈
に
は
「
武
蔵
陸
奥
守
」
「
続
拾
作
者
」
「
建
長
六
十
一
廿
二
卒

六
十
六
才
有
大
往
生
瑞
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
、
文
武
両
道
に
秀
で



鎌
倉
幕
府
の
宿
老
と
し
て
活
躍
し
た
名
門
武
将
で
あ
る
。

雅
忠
女
の
も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
叔
父
・
四
条
隆
顕
は
こ
の
足
利

義
氏
女
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
。
粥
杖
事
件
の
折
、
院
を
杖
で
打
っ

た
女
房
を
指
し
て
諮
る
後
深
草
院
の
言
葉
「
ま
さ
し
く
我
を
打
ち
た

る
は
、
中
院
大
納
言
が
女
、
四
条
大
納
言
隆
親
が
孫
、
普
勝
寺
の
大

納
言
隆
顕
の
卿
が
姪
と
申
す
や
ら
む
。
ま
た
随
分
養
子
と
聞
こ
ゆ
れ

ば
、
御
女
と
申
す
べ
き
に
や
、
二
条
殿
の
御
局
の
御
仕
事
な
れ
ば
、

ま
づ
一
番
に
人
の
上
な
ら
ず
や
あ
ら
む
」
(
二
八
七
頁
)
。
こ
の
院
の

言
葉
の
な
か
に
隆
顕
と
二
条
、
す
な
わ
ち
雅
忠
女
と
の
関
係
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
語
ら
れ
て
い
る
隆
顕
と
雅
忠

女
の
強
い
結
び
つ
き
と
信
頼
関
係
を
見
れ
ば
、
隆
顕
と
雅
忠
女
の
亡

き
母
は
同
母
の
姉
弟
と
み
な
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

雅
忠
女
も
足
利
義
氏
の
曾
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
義
氏
の

妻
は
北
条
泰
時
女
で
あ
る
か
ら
、
隆
顕
は
北
条
泰
時
の
孫
、
雅
忠
女

は
そ
の
曾
孫
で
あ
る
可
能
性
は
大
で
あ
る
(
尊
卑
文
脈
な
ど
に
足
利

義
氏
女
の
母
の
記
載
は
な
い
の
で
、
ま
だ
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い

が
)
。
と
も
か
く
隆
顕
と
雅
忠
女
の
体
の
内
に
は
東
国
武
士
の
血
が

濃
厚
に
流
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

雅
忠
女
が
隆
顕
の
こ
と
を
、
「
い
つ
も
の
こ
と
な
れ
ば
、
我
一
人

と
申
し
て
、
」
(
二
八
六
頁
)
と
か
「
さ
し
も
思
ふ
こ
と
な
く
誇
り
た

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

る
人
」
(
三
二
六
頁
)
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
隆
顕
は
伝
統
的
な

賞
族
と
は
一
風
変
わ
っ
た
気
性
を
も
っ
、
明
朗
閥
遥
で
親
切
な
好
人

物
。
雅
忠
女
と
は
気
が
合
う
年
若
い
叙
父
、
頼
り
に
な
る
兄
の
よ
う

な
存
在
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

降
顕
は
公
卿
補
任
に
よ
れ
ば
、
寛
元
元
年
(
一
二
四
一
二
)
頃
の
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
誕
生
し
た
こ
ろ
祖
父
の
義
氏
は
ま
だ
五
十

代
半
ば
で
壮
健
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
一
二
四
七
年
に
起
き

た
宝
治
合
戦
で
も
活
躍
し
賞
と
し
て
千
葉
秀
胤
の
遺
領
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。
(
『
吾
妻
鏡
』
宝
治
元
年
七
月
十
四
日
条
)
義
氏
は
建
長
六

年
(
一
二
五
四
)
十
一
月
に
六
十
六
才
で
死
去
し
た
が
、
鎌
倉
幕
府

の
武
家
儀
礼
で
あ
る
椀
飯
を
そ
の
年
の
正
月
二
日
に
担
当
し
て
い
る

(
『
吾
妻
鏡
』
建
長
六
年
正
月
二
日
条
)
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
少
な
く

と
も
建
長
六
年
の
正
月
ま
で
は
元
気
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
隆
顕
は
、

そ
の
少
年
時
代
、
所
領
地
の
あ
る
美
作
と
関
東
の
あ
い
だ
を
往
還
し

て
い
た
祖
父
や
伯
父
の
薫
陶
を
受
け
、
鎌
倉
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
叔
父
・
降
顕
が
多
分
得
意
そ
う

に
語
る
鎌
倉
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
雅
忠
女
は
ま
だ
見
ぬ
武
家
政
権

の
本
拠
地
に
一
種
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

雅
忠
女
の
鎌
倉
に
対
す
る
憧
れ
と
関
心
を
一
層
増
幅
さ
せ
た
と
思

わ
れ
る
の
が
、
曾
祖
父
・
四
条
隆
衡
の
弟
・
隆
弁
の
存
在
で
あ
る
。

一六
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隆
弁
(
一
二

O
八
i
八
三
)
は
曾
祖
父
の
弟
と
い
っ
て
も
実
際
に
は

祖
父
・
隆
親
(
一
二

O
三
i
一
二
七
八
)
よ
り
数
歳
も
年
下
。
粥
杖

事
件
に
関
わ
る
四
条
家
の
臓
い
の
御
酒
盛
の
場
に
も
隆
顕
と
と
も
に

登
場
し
、
後
深
草
院
の
命
ず
る
ま
ま
に
隆
顕
の
用
意
し
た
道
具
を
用

い
て
鯉
を
料
理
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
(
二
八
九
頁
)

こ
と
か
・
り
し
て
、
雅
忠
女
に
と
っ
て
も
顔
な
じ
み
の
身
内
の
一
人
で

あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
、
隆
弁
は
「
大
納
言
阿
閤
梨
」
「
大
納
言
僧

都
」
「
大
納
言
法
印
」
「
鶴
岡
(
鶴
岳
)
別
当
法
印
」
「
若
宮
別
当
法

印
」
「
若
宮
僧
正
」
「
若
宮
別
当
僧
正
」
「
鶴
岡
(
鶴
岳
)
別
当
僧
正
」

な
ど
、
そ
の
時
ど
き
の
地
位
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
を
も
っ
。

彼
が
初
め
て
『
吾
妻
鏡
』
に
登
場
す
る
の
は
近
江
の
闘
城
寺
よ
り
鎌

倉
に
下
向
し
た
こ
と
を
記
す
文
暦
元
年
(
一
二
三
四
)
三
月
二
十
二

日
条
「
大
納
言
阿
閤
梨
隆
弁
始
参
御
所
。
召
入
見
参
云
々
。
去
六
日

自
本
寺
下
着
」
。
彼
に
関
す
る
最
後
の
記
載
は
、
宗
尊
親
王
の
病
気

平
癒
を
祈
る
御
修
法
結
願
を
記
す
文
永
三
年
(
一
二
六
六
)
六
月
一

日
条
。
『
吾
妻
銭
』
は
宗
尊
親
王
が
京
都
に
還
御
し
た
文
永
三
年
七

月
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
三
十
年
余
り
の
あ
い
だ
に
隆
弁
に
関
わ

る
記
述
は
実
に
百
十
数
箇
所
。
『
吾
妻
鏡
』
全
巻
を
通
じ
て
僧
侶
の

な
か
で
は
最
多
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
北
条
氏
に
よ
る
武
家
政

一
六

権
確
立
期
に
お
け
る
隆
弁
の
活
路
と
そ
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。
実

際
、
『
吾
妻
鏡
』
に
目
を
通
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
、
地
震
は
頻

発
し
、
早
越
、
大
雨
、
大
風
、
火
事
と
天
変
地
異
の
連
続
。
自
然
災

害
、
凶
兆
、
将
軍
家
や
得
宗
家
周
辺
の
病
悩
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
の

あ
る
た
び
に
頼
り
に
な
る
の
は
隆
弁
の
加
持
祈
祷
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

も
と
も
と
隆
弁
は
将
軍
・
藤
原
頼
経
の
護
持
僧
と
し
て
鎌
倉
に
下

向
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
北
条
泰
時
の
孫
・
北
条
経
時
の
元
服
の
日

(
文
暦
元
年
三
月
五
日
)
の
翌
日
に
鎌
倉
に
下
着
し
た
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
加
藤
功
氏
が
「
鎌
倉
の
政
僧
」
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
実
際
に
は
「
僧
隆
弁
の
下
向
は
、
幕
府
為
政
者
よ
り
の
招

請
で
あ
っ
て
、
実
に
北
条
経
時
の
然
る
可
き
執
権
者
と
し
て
の
学
師

に
他
あ
る
ま
い
。
僧
隆
弁
は
、
鎌
倉
へ
の
下
向
当
初
よ
り
既
に
政
僧

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
云
え
る
よ

隆
弁
は
、
鎌
倉
の
み
な
ら
ず
京
都
に
お
い
て
も
、
そ
の
法
力
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
後
深
草
院
誕
生
の
際
に
は
上
洛
し
て

加
持
祈
祷
を
行
な
い
、
そ
の
賞
と
し
て
法
印
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
京
都
使
者
参
着
。
去
十
日
午
刻
。
皇
子
降
誕
云
々
。
為
此
御
加

持
。
大
納
言
僧
都
隆
弁
去
年
上
洛
。
為
件
歓
賞
。
同
廿
日
叙
法
印
。

此
御
誕
生
。
別
為
将
軍
家
御
慶
賀
。
有
御
外
戚
寄
故
也
。
(
後
略
)
」

(
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年
(
一
二
四
三
)
六
月
十
八
日
条
)



後
深
草
院
の
母
・
姑
子
(
大
宮
院
)
は
雅
忠
女
の
組
父
・
隆
親
の

妹
・
貞
子
の
女
で
あ
る
か
ら
、
降
弁
は
言
わ
ば
身
内
と
し
て
出
産
予

定
の
半
年
以
上
も
前
か
ら
上
裕
し
皇
子
誕
生
を
祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
後
深
草
院
と
降
弁
と
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
の
誕
生
以
前

か
ら
厚
い
好
誼
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
粥
杖
事
件
の
四
条
家
の
脱
い

の
折
に
「
鯉
を
料
理
せ
よ
」
な
ど
と
い
う
無
理
難
題
を
こ
の
高
僧
に

命
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

『
徒
然
草
』
第
二
百
十
六
段
に
は
、
最
明
寺
入
道
・
北
条
時
頼
が

鶴
岡
の
社
参
の
次
に
隆
顕
の
祖
父
で
あ
る
足
利
義
氏
の
許
に
立
ち
寄

り
饗
応
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
じ
方
の
席
に
は
、

義
氏
と
北
条
泰
時
女
で
あ
る
義
氏
の
妻
、
さ
ら
に
隆
弁
僧
正
が
座
し

て
い
た
と
い
う
。
こ
の
話
か
ら
も
義
氏
夫
妻
と
降
弁
、
時
頼
の
親
密

な
関
係
が
想
像
さ
れ
る
が
(
義
氏
夫
妻
の
嫡
男
泰
氏
の
妻
は
時
頼
の

妹
)
、
実
際
、
『
吾
妻
鏡
』
を
読
ん
で
み
る
と
、
兄
・
北
条
経
時
の
跡

を
継
い
で
二
十
歳
で
執
権
と
な
っ
た
時
頼
が
、
彼
の
執
権
職
就
任
に

反
対
す
る
者
た
ち
を
抑
え
て
得
宗
専
制
体
制
を
築
い
て
い
く
う
え
で

隆
弁
の
法
力
を
い
か
に
頼
り
に
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
。

ま
ず
時
頼
執
権
時
代
に
起
こ
っ
た
最
大
の
武
力
衝
突
で
あ
る
宝
治

合
戦
に
お
け
る
両
者
の
協
働
。
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
六
月
三
日

条
に
よ
れ
ば
、
時
頼
が
戦
勝
祈
願
を
す
る
一
方
で
、
「
即
大
納
言
法

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

印
隆
弁
断
五
穀
。
於
殿
中
修
如
意
輪
秘
法
云
々
。
此
外
不
及
他
祈
祷

云
々
。
」
。
六
月
五
日
、
遂
に
始
ま
っ
た
激
戦
の
末
、
三
浦
氏
一
族
五

百
余
人
が
自
殺
し
、
三
浦
氏
は
滅
亡
。
そ
の
祈
祷
の
貨
に
よ
り
隆
弁

は
六
月
二
十
七
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
職
に
補
任
さ
れ
た
。

ま
た
時
頼
の
嫡
男
・
時
宗
誕
生
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

『
吾
妻
鏡
』
建
長
三
年
(
一
二
五
一
)
五
月
の
記
事
に
は
、
時
宗
誕

生
に
至
る
ま
で
の
時
頼
の
不
安
、
隆
弁
の
夢
告
通
り
五
月
十
五
日
商

赴
に
無
事
平
産
に
て
男
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
対
す
る
一
門
の
驚
喜

が
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
「
(
前
略
)
相
州
御
書
云
。
今

度
男
子
平
産
。
併
所
致
御
法
験
也
。
就
中
兼
日
之
仰
。
一
事
無
相
違
。

不
言
語
之
及
所
云
々
」
(
五
月
二
十
七
日
条
)
。

「
有
験
無
双
」
と
称
賛
さ
れ
た
隆
弁
は
将
軍
宗
尊
親
王
の
病
気
平

癒
の
加
持
祈
祷
の
賞
と
し
て
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
(
建
長
四
年
十
一

月
)
、
さ
ら
に
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
十
一
月
に
は
大
僧
正
に
昇

進
し
た
。
こ
の
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
け
る
隆
弁
の
超
人
的
な
活
躍
を

記
し
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
の
で
割
愛
す
る
が
、
先
に
紹
介

し
た
加
藤
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
藤
原
頼
経
よ
り
頼
嗣
へ
の
将
軍
職

譲
与
問
題
や
北
条
経
時
よ
り
時
頼
へ
の
執
権
職
議
与
問
題
、
さ
ら
に

は
摂
家
将
軍
の
廃
絶
、
宮
家
新
将
軍
の
擁
立
問
題
に
お
い
て
も
隆
弁

は
政
界
の
黒
幕
と
し
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
宗
教
界

一ムハ
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に
お
い
て
も
隆
弁
は
自
ら
の
出
身
母
体
で
あ
る
圏
域
寺
の
興
隆
に
努

め
、
(
文
永
四
年
(
一
二
六
七
)
に
は
園
城
寺
長
吏
と
な
り
、
一
時

辞
任
し
た
も
の
の
再
任
さ
れ
、
弘
安
六
年
(
一
二
八
三
〉
の
入
滅
直

前
ま
で
在
任
)
、
鎌
倉
と
京
洛
の
あ
い
だ
を
何
度
も
往
復
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
雅
忠
女
の
周
辺
に
は
鎌
倉
と
京
洛
双
方
の
内
部
事
情
に

精
通
し
た
人
物
が
お
り
、
彼
女
も
幼
い
頃
よ
り
鎌
倉
に
思
い
を
馳
せ
、

鎌
倉
の
動
き
に
絶
え
ず
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

隆
弁
は
先
述
の
よ
う
に
四
条
隆
衡
の
弟
で
四
条
家
関
係
の
人
物
で

あ
る
が
、
土
谷
恵
氏
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報
五
二
(
一
九
九

四
年
三
月
岩
波
書
庖
)
に
書
か
れ
た
「
東
下
り
の
尼
と
僧
」
の
な

か
で
、
雅
忠
女
の
父
方
の
家
系
、
久
我
家
の
人
び
と
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
「
二
条
の
父
は
久
我
通
光
の
子
雅
忠
。
こ
の

父
方
の
一
族
に
は
鎌
倉
に
下
っ
た
人
物
が
か
な
り
い
た
。
そ
の
一
人

が
醍
醐
寺
の
僧
親
玄
で
あ
る
。
親
玄
は
久
我
通
忠
の
子
で
二
条
の
従

兄
弟
に
あ
た
る
。
」
「
親
玄
は
後
深
草
院
の
御
所
に
抵
候
す
る
僧
で
、

久
明
親
王
の
祈
り
を
勤
め
る
た
め
に
、
後
深
草
院
の
命
を
受
け
て
鎌

倉
に
下
向
し
た
の
で
あ
り
、
久
明
親
王
下
向
の
正
応
二
年
十
月
ま
で

に
は
鎌
倉
に
下
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
」
「
親
玄
は
得
宗
北

条
貞
時
の
た
め
に
様
々
な
公
私
の
修
法
を
勤
め
て
お
り
、
実
際
は
将

軍
の
護
持
層
と
し
て
よ
り
も
、
得
宗
砥
候
の
僧
と
し
て
の
活
躍
が
際

一
六
四

立
っ
て
い
た
。
」
「
親
玄
下
向
後
の
鎌
倉
に
は
、
久
我
家
ゆ
か
り
の
人
々

が
数
多
く
訪
れ
た
。
二
条
の
叙
父
に
あ
た
る
七
条
の
道
明
僧
正
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。
」
「
親
玄
は
鎌
倉
に
あ
っ
て
京
か
ら
の
情
報
を
絶
え

間
な
く
入
手
し
、
久
我
家
ゆ
か
り
の
人
々
に
得
宗
へ
の
取
り
次
ぎ
ゃ

下
向
の
使
宜
を
計
ら
っ
て
い
た
。
」

土
谷
氏
の
論
か
ら
、
隆
弁
亡
き
あ
と
親
玄
が
か
つ
て
の
隆
弁
と
同

じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
雅
忠
女

は
そ
の
父
母
双
方
の
家
系
か
ら
鎌
倉
と
太
い
パ
イ
プ
で
結
ぼ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
彼
女
の
ル

l
ツ
に
か
か
わ
る
武
家
政
権
の
都
鎌
倉
は

出
家
後
ま
ず
訪
れ
た
い
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

雅
忠
女
の
鎌
倉
下
向
に
つ
い
て
は
、
「
惟
康
親
王
よ
り
後
深
草
院

皇
子
・
久
明
親
王
へ
の
将
軍
交
代
劇
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
見
る
松
本
寧
至
氏
の
説
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
政
変
が
予
想
さ
れ

て
い
て
西
国
寺
実
兼
の
よ
う
な
人
物
の
指
示
に
よ
り
雅
忠
女
が
久
明

親
王
を
手
助
け
す
る
た
め
に
下
向
し
た
と
見
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
須
田
亮
子
氏
が
「
『
と
は
ず
が
た
り
』

鎌
倉
滞
在
記
事
の
意
味
す
る
も
の
」
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
雅
忠
女
が
鎌
倉
に
向
け
て
出
発
し
た
正
応
二
年
二
月
の
時
点

で
は
久
明
親
王
へ
の
将
軍
交
代
は
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
御
所
を
退
出
し
て
か
ら
何
年
も
た
つ
て
い
る
彼
女
が
、



そ
の
よ
う
な
命
を
受
け
る
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
鎌
倉
滞

在
中
に
雅
忠
女
の
も
つ
情
報
網
に
よ
っ
て
将
軍
交
代
劇
の
あ
る
こ
と

を
知
り
、
そ
れ
を
見
届
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
女
が
正

応
二
年
と
い
う
年
に
鎌
倉
に
下
向
し
た
理
由
は
資
料
を
探
し
て
も
解

明
で
き
ず
、
将
軍
交
代
劇
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
奇
遇
で
あ
る
と
言
う

し
か
な
い
が
、
執
権
・
北
条
貞
時
に
依
頼
さ
れ
て
久
明
親
王
を
迎
え

る
準
備
に
携
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
は
雅
忠
女
の
又
従
兄
弟
・
土
御
門

定
美
ゆ
か
り
の
小
町
殿
の
存
在
に
加
え
て
先
述
の
親
玄
や
更
に
は
隆

弁
(
彼
は
雅
忠
女
鎌
倉
下
向
の
数
年
前
に
死
去
し
て
い
る
が
、
死
後

も
そ
の
門
流
が
鶴
岡
八
橋
宮
の
別
当
職
を
継
承
し
た
)
の
関
係
か
ら

彼
女
の
鎌
倉
滞
在
が
す
で
に
鎌
倉
上
層
部
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
雅
忠
女
は
父
母
双
方
の
血
脈
を
通
じ
て
鎌
倉
と
強
い
結
び

つ
き
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

雅
忠
女
の
善
光
寺
参
詣
に
閲
し
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
小
口
倫

司
氏
が
発
表
さ
れ
た
「
二
条
の
善
光
寺
参
詣
に
つ
い
て
」
(
『
駒
沢
国

文
』
第
三
号
)
に
お
い
て
、
「
二
条
の
信
濃
善
光
寺
参
詣
の
記
事
は

作
者
二
条
の
虚
構
で
あ
り
実
際
に
は
参
詣
し
て
い
な
い
」
と
の
善
光

無
縁
の
女
(
そ
の
こ
)

寺
参
詣
否
定
説
を
、
旅
程
に
関
す
る
疑
問
、
善
光
寺
に
向
か
う
途
中

に
あ
る
著
名
な
歌
枕
の
浅
間
山
や
姥
捨
山
に
関
す
る
記
事
を
残
し
て

い
な
い
こ
と
、
普
光
寺
を
参
拝
し
信
機
に
長
期
滞
在
し
た
と
い
う
の

に
善
光
寺
に
閲
す
る
記
事
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
体
験
的
記
事
に
欠

け
る
こ
と
、
等
々
を
根
拠
に
主
張
さ
れ
て
か
ら
小
口
説
に
対
し
て
賛

否
両
論
が
提
出
さ
れ
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
関
す
る
大
き
な
論
点

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
雅
忠
女
と
鎌
倉
と
の
結
び
つ
き
の
深
さ
、
彼
女
の
罪
業
感

の
強
さ
を
考
え
る
と
き
、
善
光
寺
に
は
紛
れ
も
な
く
参
詣
し
た
に
違

い
な
い
と
、
か
ね
て
よ
り
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
須
田
亮
子
氏

の
論
文
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
信
濃
善
光
寺
参
詣
記
事
に
つ
い
て
」

は
信
機
国
と
作
者
二
条
の
関
わ
り
を
多
く
の
史
料
を
精
査
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
参
詣
説
に
強
力
な
根
拠
を
与
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
須
田
氏
の
指
摘
に
も
と
づ
い
て
『
明
月
記
』
や

『
公
卿
補
任
』
な
ど
の
史
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
確
か
に
雅
忠
女
の

母
方
の
家
系
で
は
曾
祖
父
・
四
条
隆
衡
(
隆
弁
の
兄
)
が
信
濃
国
の

知
行
国
主
に
な
っ
て
い
る
し
(
『
明
月
記
』
建
保
年
(
一
二
一
三
)

閏
九
月
十
七
日
条
)
、
父
方
の
村
上
源
氏
で
は
、
や
は
り
雅
忠
女
の

曾
祖
父
・
源
通
親
の
甥
・
源
雅
親
が
究
喜
三
年
(
一
二
三
一
)
知
行

国
主
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
(
『
民
経
記
』
覚
書
三
年
四
月
十
四
日
条
)

一
六
五
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さ
ら
に
一
族
に
は
信
機
介
や
信
濃
権
守
に
な
っ
た
も
の
も
い
る
が
、

雅
忠
女
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
と
し
て
は
久
我
通
雄
が
文
永
九
年

(
一
二
七
二
)
に
信
濃
権
介
(
『
公
卿
補
任
』
文
永
十
一
年
)
、
永
仁

二
年
(
一
二
九
四
)
に
は
、
そ
の
子
・
長
通
が
信
濃
介
に
な
っ
て
い

る
(
『
公
卿
補
任
』
永
仁
五
年
)
。
ま
た
小
林
計
一
郎
『
善
光
寺
史
研

究
』
に
は
、
「
信
濃
の
国
街
は
の
ち
に
久
我
家
領
と
な
っ
た
ほ
ど
、

久
我
家
は
信
濃
国
街
と
関
係
が
深
く
:
・
」
と
の
記
載
も
あ
り
、
須
田

氏
の
御
指
摘
ど
お
り
雅
忠
女
の
父
母
双
方
の
家
系
が
信
濃
国
と
深
い

関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

須
田
氏
は
さ
ら
に
鎌
倉
に
お
い
て
雅
忠
女
が
続
歌
な
ど
を
し
て
親

交
を
結
ん
だ
飯
沼
新
左
衛
門
(
平
資
宗
)
の
父
で
北
条
貞
時
の
内
管

領
で
あ
っ
た
平
左
衛
門
入
道
(
平
頼
網
)
が
信
濃
国
の
守
護
代
で
あ
っ

た
可
能
性
を
『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
の
平
左
衛
門
入
道
・
果
固
に
付

け
ら
れ
た
割
注
に
注
目
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
鎌
倉
幕
府
の

実
力
者
で
あ
る
平
左
衛
門
入
道
が
信
機
国
の
守
護
代
で
あ
っ
た
な
ら
、

普
光
寺
参
詣
の
便
宜
を
は
か
つ
て
も
ら
う
こ
と
が
多
分
で
き
た
で
あ

ろ
う
。
須
田
氏
の
論
文
に
よ
り
雅
忠
女
の
信
濃
善
光
寺
参
詣
説
に
は

強
力
な
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
。

加
え
て
彼
女
の
善
光
寺
参
詣
説
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
鎌
倉
幕

府
や
東
国
武
士
に
よ
る
厚
い
善
光
寺
信
仰
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
章

一ムハ占ハ

で
述
べ
た
よ
う
に
雅
忠
女
は
そ
の
ル
l
ツ
か
・
り
し
て
東
国
武
士
と
ゆ

か
り
が
深
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
国
武
士
の
頂
点
に
立
つ
源
頼
朝

は
厚
く
善
光
寺
を
信
仰
し
て
い
た
。
善
光
寺
は
『
平
家
物
語
』
巻
二

「
善
光
寺
炎
上
」
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
治
承
三
年
(
一
一
七
九
)

三
月
に
炎
上
焼
失
し
た
ら
し
い
。
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
頼
朝
は
文

治
三
年
(
一
一
八
七
)
に
信
越
国
の
目
代
や
御
家
人
に
再
建
を
命
じ

て
お
り
(
文
治
三
年
七
月
二
十
七
日
条
)
、
建
久
二
年
(
一
一
九
一
)

十
月
二
十
二
日
に
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
て
い
る
。
建
久
八
年
(
一
一

九
七
)
に
は
頼
朝
の
善
光
寺
参
詣
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
善
光
寺
周

辺
に
は
今
も
頼
朝
参
詣
に
関
連
す
る
多
く
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
三
代
将
軍
実
朝
も
建
保
三
年
、
善
光
寺
の
僧
侶
に
絹
布
等
を
寄

進
す
る
な
ど
(
『
吾
妻
鏡
』
建
保
三
年
十
二
月
二
十
日
条
)
、
善
光
寺

を
信
仰
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
実
朝
の
死
後
に
出
家
し
た
下
野
の
御

家
人
・
信
正
法
師
が
善
光
寺
参
詣
を
行
な
っ
て
い
る
の
も
、
善
光
寺

が
頼
朝
や
実
朝
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
頼
朝
の
門

葉
と
し
て
常
に
頼
朝
と
共
に
あ
っ
た
足
利
義
兼
も
善
光
寺
を
信
仰
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

頼
朝
の
死
後
、
北
条
時
政
に
謀
殺
さ
れ
た
比
企
能
員
に
代
わ
っ
て

信
濃
国
の
守
護
職
に
つ
い
た
北
条
氏
が
善
光
寺
信
仰
と
そ
の
保
護
を

継
承
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
北
条
泰
時
は
小
県
郡
の
水
田
を
不
断
念



仏
料
所
と
し
て
善
光
寺
に
寄
進
(
『
吾
妻
鏡
』
延
応
元
年
(
一
二
三

九
)
七
月
十
五
日
条
)
、
ま
た
泰
時
の
孫
・
時
頼
も
弘
長
三
年
(
一

一
一
六
三
)
に
信
濃
国
深
田
郷
を
買
得
し
不
断
経
・
不
断
念
仏
衆
の
根

料
と
し
て
寄
付
し
て
い
る
。
(
『
吾
妻
鏡
』
弘
長
三
年
三
月
十
七
日
条
)

第
一
章
で
記
し
た
よ
う
に
雅
忠
女
の
母
は
足
利
義
氏
の
孫
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
義
氏
の
妻
は
北
条
泰
時
女
で
あ
り
、
恐
ら
く
泰
時

の
善
光
寺
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
武
笠
朗
「
諸
国
光

寺
前
立
本
尊
と
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
」
に
は
「
北
条
政
子
や
宜

秋
門
院
が
信
仰
し
、
泰
時
の
信
仰
の
背
景
に
も
近
親
女
性
が
い
た
と

み
ら
れ
る
な
ど
善
光
寺
信
仰
と
女
性
の
関
係
は
す
で
に
鎌
倉
期
か
ら

深
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
は
母
方
の
祖
母
の
死
に
つ
い
て
「
夢
の
ゆ

か
り
の
枯
れ
果
て
ぬ
る
さ
ま
の
心
細
き
」
(
二
四
四
頁
)
と
の
記
述

が
見
ら
れ
、
組
母
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ

の
祖
母
が
泰
時
の
孫
娘
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
祖
母
の
父
・

義
氏
の
根
拠
地
で
あ
る
足
利
は
善
光
寺
に
も
近
く
、
義
氏
が
北
傑
泰

時
や
時
頼
と
共
に
戦
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
重
鎮
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
彼
も
善
光
寺
を
信
仰
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
、
そ
の
娘
で
あ
る
祖

母
を
通
じ
て
雅
忠
女
が
普
光
寺
へ
の
思
い
を
強
め
て
い
た
可
能
性
は

高
い
。
ま
た
、
や
は
り
第
一
章
で
綾
々
紹
介
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
別
当

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

の
隆
弁
が
、
文
永
五
年
(
一
二
六
八
)
三
月
に
焼
失
し
た
普
光
寺
の

再
建
堂
供
養
の
導
師
を
勤
め
る
た
め
、
文
永
八
年
(
一
二
七
三
十

月
十
日
、
善
光
寺
に
下
向
し
た
こ
と
が
『
鶴
岡
社
務
記
録
』
(
『
神
道

大
系
』
神
社
編
二
十
鶴
岡
)
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
。
堂
供
養
は
十

月
十
九
日
に
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
雅
忠
女
を
取
り
巻
く
状
況
が

彼
女
の
善
光
寺
参
詣
の
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

雅
忠
女
の
諮
問
光
寺
参
詣
否
定
説
を
唱
え
る
小
口
倫
司
氏
は
、
「
彼

女
が
実
際
に
参
詣
し
た
の
は
信
濃
国
で
は
な
く
川
口
に
あ
っ
た
川
口

善
光
寺
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
川
口
善
光
寺
と
は
、
鎌
倉
時
代

に
造
ら
れ
た
善
光
寺
如
来
像
の
模
刻
像
を
安
置
す
る
、
い
わ
ゆ
る
新

善
光
寺
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
牛
山
佳
幸
氏
の
論
文
「
中
世
武
士
社

会
と
善
光
寺
信
仰
」
に
よ
れ
ば
、
「
ほ
ぼ
信
頼
し
う
る
と
思
わ
れ
る

史
料
に
よ
っ
て
実
在
が
確
認
さ
れ
る
新
善
光
寺
が
鎌
倉
期
に
約
二
十

ケ
寺
、
南
北
朝
期
に
約
八
ケ
寺
あ
る
が
、
南
北
朝
期
に
所
見
さ
れ
る

も
の
も
、
実
際
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
鎌
倉
期
に
建
立
さ
れ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
」

牛
山
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
得
宗
以
外
の
北
条
氏
一
門
で
当
初
最

も
善
光
寺
信
仰
に
傾
注
し
た
の
は
信
機
善
光
寺
の
造
営
を
担
当
し
た

名
越
氏
で
鎌
倉
名
越
の
山
荘
の
地
に
接
し
て
新
善
光
寺
を
建
設
し
た
。

そ
の
初
見
年
代
は
仁
治
三
年
(
一
二
四
二
)
と
い
う
か
ら
、
雅
忠
女

一
六
七



国
文
皐
論
叢

第
六
十
一
輯

が
鎌
倉
に
下
向
し
た
と
き
に
は
す
で
に
鎌
倉
の
地
に
存
在
し
て
い
た

は
ず
で
、
彼
女
が
新
普
光
寺
参
拝
で
済
ま
せ
る
気
な
ら
、
川
口
の
普

光
寺
ま
で
行
く
必
要
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
坂
井
衡
平
著
『
善
光
寺
史
下
巻
』
に
よ
れ
ば
、

「
平
安
後
期
は
京
洛
の
信
仰
期
に
し
て
京
都
善
光
寺
盛
行
せ
り
。
」
と

の
こ
と
で
、
京
都
に
も
皇
室
の
尊
崇
を
集
め
た
六
条
来
迎
堂
新
善
光

寺
が
鳥
羽
院
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
明
月
記
』
嘉
禎
元

年
(
一
二
三
五
)
閏
六
月
一
九
日
条
に
も
「
禅
尼
数
輩
乗
車
礼
近
日

可
間
三
尊
像
。
近
日
京
中
道
俗
騒
動
礼
拝
云
々
。
奉
写
普
光
寺
仏

云
々
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
京
都
で
善
光
寺
仏
を
礼
拝
す
る
こ

と
は
可
能
で
(
模
刻
像
で
は
あ
る
が
。
す
べ
て
の
新
善
光
寺
も
同
様
)
、

鎌
倉
ま
で
下
向
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
雅
忠
女
は
旅
の
労
も
い
と
わ
ず
、
な
ぜ
信
雄
善
光
寺
の

参
拝
を
願
っ
た
の
か
。
鎌
倉
時
代
を
生
き
た
も
の
た
ち
に
と
っ
て
、

信
濃
善
光
寺
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
か
。

『
一
遍
聖
絵
』
第
一
、
第
三
段
に
は
一
遍
の
善
光
寺
参
拝
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
「
文
永
八
年
の
春
、
ひ
じ
り
普
光
寺

一
六
八

に
参
詣
し
給
ふ
。
こ
の
如
来
は
、
天
竺
の
霊
像
と
し
て
日
域
の
本
尊

と
な
り
給
へ
り
。
酬
因
の
来
迎
を
示
し
て
影
向
を
束
土
の
境
に
た
れ
、

有
縁
の
帰
依
を
あ
ら
た
め
て
、
霊
場
を
信
州
の
う
ち
に
し
め
給
ふ
。

一
光
三
尊
の
宿
縁
如
来
の
密
意
を
表
し
、
決
定
往
生
の
勝
地
、
給
他

方
の
浄
域
に
超
た
り
。
誠
に
三
国
伝
来
奇
特
言
語
み
ち
た
え
、
五
濁

態
度
た
Y

本
哲
思
量
な
が
く
っ
き
ぬ
。
『
い
ま
宿
縁
あ
さ
か
ら
ざ
る

に
よ
り
て
、
た
ま
/
¥
あ
ひ
た
て
ま
つ
る
事
を
得
た
り
』
と
て
、
参

筒
日
数
を
か
さ
ね
て
下
向
し
た
ま
へ
り
。
こ
の
時
己
証
の
法
門
を
顕

し
、
二
河
の
本
尊
を
図
し
た
ま
へ
り
き
。
」

こ
の
記
述
を
見
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
信
濃
善
光
寺
仏
が
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
、
理
解
さ
れ
る
。
善
光
寺
の
由
来
を
記

し
た
『
善
光
寺
縁
起
』
は
す
で
に
平
安
時
代
に
は
成
立
し
て
お
り
、

善
光
寺
の
本
尊
で
あ
る
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
欽
明
天
皇
の
時

代
に
百
済
の
聖
明
王
か
ら
贈
ら
れ
た
三
国
伝
来
本
朝
最
初
の
霊
像
、

本
師
仏
で
あ
り
、
そ
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
実
際
に
生
き
て
い
る
「
生

身
」
の
如
来
で
あ
る
、
と
い
う
説
が
善
光
寺
信
仰
の
普
及
に
努
め
た

善
光
寺
聖
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

一
遍
の
信
濃
善
光
寺
参
拝
に
つ
い
て
は
一
遍
や
時
宗
の
研
究
者
が

多
く
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
割
愛
す
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
見

解
と
し
て
今
井
雅
晴
『
時
宗
成
立
史
の
研
究
』
か
ら
要
約
す
れ
ば
、



「
一
遍
は
修
行
時
代
に
大
宰
府
に
近
い
筑
前
国
稲
光
の
善
光
寺
に
何

か
に
つ
け
て
往
来
し
て
勧
化
を
受
け
た
が
、
「
生
身
」
に
対
す
る
憧

れ
は
一
般
の
人
び
と
よ
り
も
強
く
、
生
身
の
阿
弥
陀
仏
に
直
接
ま
み

え
て
教
え
を
受
け
た
い
と
い
う
気
持
が
強
烈
だ
っ
た
た
め
、
数
あ
る

阿
弥
陀
仏
の
な
か
で
も
、
遠
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
濃
国
普
光
寺

の
本
尊
を
選
ん
だ
。
」

こ
の
見
方
は
そ
の
ま
ま
雅
忠
女
が
善
光
寺
参
詣
を
志
し
た
理
由
を

説
明
し
た
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
彼
女
は
京
都
近
辺
に

あ
る
新
善
光
寺
は
す
で
に
何
度
も
参
拝
し
て
い
た
。
し
か
し
「
生
身
」

に
対
す
る
憧
れ
は
強
く
、
何
と
し
て
も
信
濃
善
光
寺
仏
を
参
押
し
た

い
と
願
っ
た
。
雅
忠
女
鎌
倉
下
向
の
最
大
の
目
的
は
信
濃
善
光
寺
参

拝
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

奥
健
夫
「
生
身
仏
像
論
」
に
よ
れ
ば
「
生
身
の
仏
に
値
遇
す
る
こ

と
が
、
浄
土
信
仰
者
に
よ
っ
て
願
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
将
来
の
極

楽
往
生
を
約
束
す
る
徴
証
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

戦
い
と
殺
生
を
生
業
と
す
る
武
士
た
ち
が
「
生
身
の
仏
」
に
救
い

を
求
め
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
し
て
や
身
内
同
士
で
殺
し
あ
う
苛

酷
な
戦
い
を
経
て
権
力
を
掌
握
し
た
頼
朝
や
時
頼
は
堕
地
獄
の
恐
怖

に
苛
ま
さ
れ
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
す
こ
と
も
多
か
っ
た
に
相
違
な
い
。

彼
ら
が
信
濃
善
光
寺
の
再
建
や
土
地
を
寄
進
し
て
「
生
身
の
仏
」
に

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

救
い
を
求
め
た
よ
う
に
、
雅
忠
女
も
「
生
身
の
仏
」
に
救
い
を
求
め

て
い
た
。
信
濃
善
光
寺
は
女
人
救
済
の
霊
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

四

『
と
は
ず
が
た
り
』
善
光
寺
参
詣
の
場
面
に
は
「
宿
願
の
心
ざ
し

あ
り
て
、
し
ば
し
能
る
べ
き
よ
し
を
言
ひ
つ
つ
、
帰
さ
に
は
留
ま
り

ぬ
。
」
「
生
身
の
如
来
と
聞
き
ま
ゐ
ら
す
れ
ば
、
頼
も
し
く
お
ぼ
え
て
、

百
万
遍
の
念
仏
な
ど
巾
し
て
明
し
暮
ら
す
ほ
ど
に
、
」
(
四
四
七

1
凹

四
八
頁
)
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
雅
忠
女
は
鎌
倉
下
向
を
果
た
す
と

す
ぐ
に
で
も
信
濃
善
光
寺
参
詣
へ
の
旅
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
「
善
光
寺
の
先
達
に
頼
み
た
る
人
、
卯
月
の
末
つ
方
よ
り
大
事

に
病
み
出
だ
し
て
、
前
後
を
知
ら
ず
。
」
(
四
三
四
頁
)
と
い
う
状
況

に
陥
り
、
彼
女
自
身
も
病
ん
で
、
善
光
寺
参
詣
が
実
現
し
た
の
は
京

都
を
出
発
し
て
か
ら
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
う
や
く
額
づ
く
こ

と
の
で
き
た
「
生
身
の
仏
」
の
御
前
で
百
万
遍
の
念
仏
を
唱
え
つ
つ

雅
忠
女
は
一
心
に
何
を
祈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
娘
に
心
を
残
し
て

亡
く
な
っ
た
父
母
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
言
わ

ば
非
業
の
死
を
遂
げ
た
最
後
の
恋
人
・
有
明
の
月
の
冥
福
と
二
人
の

一
六
九
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魂
の
救
済
を
何
よ
り
も
ま
ず
祈
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
信
濃

善
光
寺
に
は
失
意
の
女
性
が
寺
に
入
り
出
家
す
る
話
や
救
わ
れ
た
話

が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
曽
我
兄
弟
の
兄
十
郎
祐
成
の
愛
妾
・
大
磯

の
遊
女
虎
御
前
が
、
祐
成
の
死
後
、
三
七
日
の
法
事
を
済
ま
せ
た
後

に
出
家
し
て
善
光
寺
に
入
っ
た
こ
と
は
『
吾
妻
鏡
』
に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
た
ぶ
ん
実
話
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
小
林
計

一
郎
『
善
光
寺
史
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
「
鎌
倉
時
代
に
は
、
愛
人
ま

た
は
夫
を
失
っ
た
女
が
、
亡
き
人
の
菩
提
を
と
む
ら
う
場
所
と
し
て
、

善
光
寺
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
と
い
う
常
識
が
、
は
っ

き
り
と
で
き
あ
が
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
よ

雅
忠
女
は
な
ぜ
出
家
し
た
の
か
。
女
が
出
家
す
る
動
機
と
し
て
最

も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
こ
の
虎
御
前
の
よ
う
に
愛
人
ま
た
は
夫
を

失
っ
た
と
き
で
あ
る
。
雅
忠
女
が
関
わ
り
を
も
っ
た
男
た
ち
、
後
深

草
院
、
雪
の
曙
、
亀
山
院
、
近
衛
大
殿
、
有
明
の
月
、
こ
の
五
人
の

内
、
彼
女
が
出
家
し
た
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い
た
の
は
有
明
の
月
、

た
だ
一
人
で
あ
る
。
雅
忠
女
が
有
明
の
月
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め

に
出
家
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
は
な
い
と
思
う
。

言
わ
ば
有
明
の
月
は
破
戒
僧
で
あ
る
。
後
深
草
院
の
弟
、
法
親
王
、

仁
和
寺
御
室
と
し
て
国
家
や
皇
室
の
安
泰
を
祈
る
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、
雅
忠
女
に
対
し
て
凄
ま
じ
い
ま
で
の
愛
執
の
念
を
い
だ
き
、
御

一七
O

修
法
に
も
身
が
入
ら
な
い
。
「
仏
も
心
き
た
な
き
勤
め
と
や
お
ぼ
し

め
す
ら
む
と
思
ふ
。
」
(
二
九
三
頁
)
、
後
深
草
院
の
た
め
の
延
命
供

も
「
こ
の
度
の
御
修
法
は
心
清
か
ら
ぬ
御
祈
筈
、
仏
の
御
心
中
も
恥

ず
か
し
き
に
、
」
(
三

O
O頁
)
、
「
念
諦
の
床
に
も
塵
積
り
、
護
摩
の

道
場
も
煙
絶
え
ぬ
べ
く
こ
そ
。
」
(
三

O
一
頁
)
と
い
う
有
様
。
し
か

し
時
は
文
永
の
役
の
直
後
、
国
家
は
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。

雅
忠
女
と
の
関
係
が
途
絶
え
た
と
き
牛
王
宝
印
の
裏
に
書
き
つ
け

送
り
届
け
ら
れ
た
有
明
の
証
文
「
:
・
い
か
な
る
魔
縁
に
か
、
よ
し
な

き
こ
と
ゆ
ゑ
、
今
年
二
年
、
夜
は
夜
も
す
が
ら
面
影
を
恋
ひ
て
、
一
仮

に
袖
を
濡
ら
し
、
本
尊
に
向
ひ
持
経
を
聞
く
折
々
も
ま
づ
言
の
葉
を

偲
び
、
護
摩
の
壇
の
上
に
は
文
を
置
き
て
持
経
と
し
、
御
灯
明
の
光

に
は
ま
づ
こ
れ
を
聞
き
て
心
を
養
ふ
。
:
・
こ
の
う
へ
は
文
を
も
遣
は

し
、
言
葉
を
交
わ
さ
む
と
思
ふ
こ
と
、
今
生
に
は
思
ひ
を
断
つ
。
さ

り
な
が
ら
、
心
の
中
に
忘
る
る
こ
と
は
生
々
世
々
あ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、

我
さ
だ
め
て
悪
道
に
堕
つ
べ
し
。
さ
れ
ば
、
こ
の
恨
み
尽
く
る
世
あ

る
べ
か
ら
ず
。
両
界
の
加
行
よ
り
こ
の
方
、
瀦
頂
に
至
る
ま
で
、
一

期
の
行
法
、
読
調
大
乗
、
四
威
儀
の
行
、
一
期
の
問
修
す
る
と
こ
ろ
、

み
な
三
悪
道
に
回
向
す
。
こ
の
力
を
も
ち
て
、
今
生
長
く
空
し
く
て
、

後
生
に
は
悪
趣
に
生
ま
れ
あ
は
む
。
:
・
」
(
一
一
二
二
頁
)
。

「
形
は
世
々
に
変
る
と
も
、
相
見
る
こ
と
だ
に
絶
え
せ
ず
は
、
い



か
な
る
上
品
上
生
の
台
に
も
、
と
も
に
住
ま
ず
は
物
憂
か
る
べ
き
に
、

い
か
な
る
藁
屋
の
床
な
り
と
も
、
も
ろ
と
も
に
だ
に
あ
ら
ば
と
思
ふ
」

(
三
八
五
頁
)
。

有
明
は
、
す
べ
て
を
捨
て
、
い
か
に
貧
し
く
て
も
こ
の
世
で
雅
忠

女
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
の
み
を
願
い
、
後
生
に
共
に
三
悪
道
に
堕
ち

る
こ
と
も
辞
さ
な
い
。
「
い
か
に
漏
る
べ
き
憂
き
名
に
か
と
恐
ろ
し

な
が
ら
」
(
三
五
六
頁
)
と
、
他
人
の
目
を
気
に
し
な
が
ら
も
「
こ

れ
や
逃
れ
ぬ
契
り
な
ら
む
と
」
(
三
五
七
頁
)
、
後
深
草
院
の
了
解
の

も
と
、
雅
忠
女
は
有
明
の
月
と
の
愛
の
深
淵
に
沈
ん
で
い
く
。
四
歳

よ
り
宮
中
で
育
ち
軽
い
恋
愛
遊
戯
に
慣
れ
き
っ
て
い
た
彼
女
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
未
知
の
体
験
だ
っ
た
。
有
明
と
濃
密
な
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
の
も
束
の
閥
、
彼
は
病
に
取
り
つ
か
れ
て
急
死
。
有
明

の
月
は
か
つ
て
雅
忠
女
が
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
と
き
、
必
ず
下
界

で
今
一
度
契
り
を
結
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
書
写
し
た
五
部
大
乗
経
を
薪

に
し
、
煙
と
な
っ
て
消
え
た
と
い
う
。
有
明
の
月
が
病
を
押
し
て
最

後
に
遣
わ
し
た
文
に
書
か
れ
た
歌
。
(
三
八
八
頁
)

身
は
か
く
て
思
ひ
消
え
な
む
煙
だ
に
そ
な
た
の
空
に
な
び
き
だ

に
せ
ば

有
明
の
月
は
雅
忠
女
に
限
り
な
い
愛
執
の
念
を
抱
い
た
ま
ま
亡
く

な
っ
た
。
有
明
自
身
、
「
か
か
る
病
に
取
り
寵
め
ら
れ
て
、
は
か
な

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

く
な
り
な
む
命
よ
り
も
、
思
ひ
置
く
こ
と
ど
も
こ
そ
罪
深
け
れ
。
」

と
最
後
の
文
に
記
し
、
彼
の
死
を
知
っ
て
雅
忠
女
も
「
は
か
な
く
な

り
た
ま
ひ
ぬ
と
聞
き
し
は
、
夢
に
夢
見
る
よ
り
も
な
ほ
た
ど
ら
れ
、

す
べ
て
何
と
言
ふ
べ
き
方
も
な
き
ぞ
、
我
な
が
ら
罪
深
き
。
」
(
三
八

八
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
愛
執
の
念
を
抱
い
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
有

明
は
、
た
ぶ
ん
往
生
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
に
も
出
家
し
て
彼

の
菩
提
を
と
む
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
ま
こ
と
の
道
に
入

り
て
も
、
常
の
願
ひ
な
れ
ば
と
思
ふ
さ
へ
、
人
の
物
言
い
ひ
も
恐
ろ

し
け
れ
ば
、
亡
き
御
陰
の
あ
と
ま
で
も
、
よ
し
な
き
名
に
や
止
め
た

ま
は
む
と
思
へ
ば
、
そ
れ
さ
へ
か
な
は
ぬ
ぞ
口
惜
し
き
。
」
(
三
八
九

頁
)法
親
王
で
あ
る
有
明
と
の
関
係
は
決
し
て
他
人
に
知
ら
れ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
上
、
雅
忠
女
は
有
明
の
二
人
目
の
子
を
宿
し
て
い
た
。

「
浮
き
沈
み
三
瀬
川
に
も
途
ふ
瀬
あ
ら
ば
身
を
捨
て
て
も
や
尋
ね
行

か
ま
し
」
(
三
九

O
頁
)
と
思
い
つ
つ
も
、
諸
般
の
事
情
か
ら
彼
女

は
出
家
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
た
。

五

雅
忠
女
が
尼
姿
に
な
っ
て
登
場
す
る
の
は
、
有
明
の
月
の
死
か
ら

七
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数
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
が
、
い
つ
何
故
に
出
家
し
た
の
か
、

記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
出
家
し
て
か
ら
訪
れ
た
寺
社
の
多
く
が
阿

弥
陀
信
仰
の
地
で
あ
り
、
ま
た
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
を
宿
願
と

し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
死
後
、
悪
趣
に
沈
み
苦
し
ん
で
い

る
で
あ
ろ
う
有
明
の
月
の
菩
提
を
と
む
ら
う
こ
と
、
そ
れ
が
出
家
と

行
脚
の
旅
に
出
た
第
一
の
理
由
で
あ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

五
部
大
乗
経
は
、
有
明
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
因
縁
の
経
で
あ
る
。

彼
は
雅
忠
女
が
姿
を
隠
し
た
と
き
「
に
は
か
に
雲
隠
れ
ぬ
と
聞
き
し

に
も
、
か
こ
つ
方
な
か
り
し
ま
ま
に
、
五
部
の
大
乗
経
を
手
づ
か
ら

書
き
て
お
の
づ
か
ら
水
茎
の
跡
を
、
一
巻
に
一
文
字
づ
つ
を
加
へ
て

書
き
た
る
は
、
か
な
ら
ず
下
界
に
て
今
一
度
契
り
を
結
ば
む
の
大
願

な
り
。
い
と
う
た
で
あ
る
心
な
り
。
こ
の
経
、
書
写
終
り
た
る
、
供

養
を
遂
げ
ぬ
は
、
こ
の
度
一
所
に
生
ま
れ
て
供
養
を
せ
む
と
な
り
。

竜
宮
の
宝
蔵
に
あ
づ
け
た
て
ま
つ
ら
ば
、
二
百
余
巻
の
経
、
か
な
ら

ず
こ
の
度
の
生
ま
れ
に
供
養
を
延
ぷ
ぺ
き
な
り
。
さ
れ
ば
、
我
北
部

の
露
と
消
え
な
む
後
の
煙
に
、
こ
の
経
を
薪
に
積
み
具
せ
む
と
思
ふ

な
り
」
(
三
八
五

i
六
頁
)
。

流
行
病
に
と
り
つ
か
れ
た
有
明
の
月
は
臨
終
に
際
し
、
い
つ
も
念

論
の
床
に
置
い
て
い
た
雅
忠
女
の
形
見
の
小
袖
を
身
に
つ
け
、
こ
の

言
葉
ど
お
り
五
部
大
乗
経
を
薪
に
し
煙
と
な
っ
て
消
え
て
い
っ
た
と

七

い
う
。
有
明
が
日
夜
、
雅
忠
女
を
思
い
つ
つ
五
部
大
乗
経
を
書
い
て

い
た
姿
を
想
像
す
る
と
、
鬼
気
迫
る
も
の
が
あ
る
。

五
部
大
乗
経
は
『
拾
芥
抄
』
に
よ
れ
ば
、
華
厳
経
六
十
巻
、
大
集

三
十
(
五
十
)
巻
、
大
品
般
若
経
四
十
(
三
十
)
巻
、
法
華
経
十
巻
、

大
般
浬
襲
経
三
十
八
(
四
十
)
巻
。
数
え
方
に
も
よ
る
が
、
都
合
二

百
五
巻
、
料
紙
四
千
二
百
二
十
枚
。
と
も
か
く
膨
大
な
数
で
あ
る
。

こ
れ
を
短
期
間
で
書
き
上
げ
た
有
明
の
執
念
は
鬼
神
に
通
じ
、
も
は

や
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。

雅
忠
女
の
五
部
大
乗
経
番
写
供
養
に
関
し
て
は
、
渥
美
か
を
る

「
『
と
は
ず
が
た
り
』
作
者
の
五
部
の
大
乗
経
書
写
を
め
ぐ
っ
て
」
や

須
田
亮
子
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
後
深
草
院
二
条
と
五
部
大
乗
経
の

【

m}

書
写
供
養
l
祖
父
源
通
光
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
l
」
な
ど
の
御
論
文

が
あ
り
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
い
ず
れ
も
有
明
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
(
彼
の
冥
福
を
祈
る
た
め
と
の
)
言
及
は
な
い
。
須
田

氏
の
ご
指
摘
ど
お
り
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
五

部
大
乗
経
供
養
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
(
『
吾
妻
鏡
』

に
も
散
見
さ
れ
る
)
、
「
後
嵯
峨
院
、
後
深
草
院
、
亀
山
院
と
『
と
は

ず
が
た
り
』
の
主
要
な
登
場
人
物
が
恒
例
行
事
と
し
て
五
部
大
乗
経

供
養
を
催
行
し
て
い
た
こ
と
、
雅
忠
女
の
祖
父
・
源
通
光
が
不
遇
時

代
に
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
を
行
な
っ
た
こ
と
」
等
々
の
ご
指
摘



は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
二
条
は
、
御
所
退
出
後
、
不
遇
の
時

期
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
後
半
生
に
お
い
て
、
彼
女
が
五
部
大
乗

経
の
書
写
供
養
を
実
行
し
た
の
は
、
尊
敬
す
る
祖
父
源
通
光
が
、
か

つ
て
、
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
を
し
て
、
そ
の
後
、
成
功
を
収
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
中
で
、
熱

聞
社
に
拘
っ
た
の
も
、
後
深
草
院
と
父
源
雅
忠
に
関
係
あ
っ
た
場
所

と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
通
光
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
情
か
ら
『
と
は
ず
が

た
り
』
作
者
、
後
深
草
院
二
条
は
、
久
我
家
の
伝
統
、
中
で
も
祖
父

源
通
光
の
影
響
を
大
い
に
受
け
て
、
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
を
実

行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
と
の
見
解
に
対
し
て
は
、
写
経
の

一
部
の
奉
納
先
を
熱
田
社
に
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
同
意
で
き
る
も

の
の
、
通
光
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
に
悶
ん
で
雅
忠
女
が
書
写
供
養

を
実
行
し
た
と
い
う
見
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

有
明
の
月
は
雅
忠
女
と
一
所
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
五
部
大

乗
経
を
書
写
し
、
自
ら
を
茶
毘
に
付
す
薪
と
し
た
。
有
明
が
悪
趣
に

堕
ち
て
い
る
な
ら
、
彼
女
も
そ
こ
に
堕
ち
る
に
違
い
な
い
。
二
人
の

子
ら
の
父
で
あ
り
、
自
分
を
狂
気
の
沙
汰
と
も
言
え
る
ほ
ど
愛
し
た

男
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
ら
の
救
済
の
た
め
に
、
雅
忠
女
は
五
部
大

乗
経
の
書
写
供
養
を
決
意
し
た
の
だ
と
思
う
。

無
縁
の
女
(
そ
の
ご
)

岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
一

O
四
、
古
典
講
説
シ
リ
ー
ズ
、
三
角

洋
一
著
『
と
は
ず
が
た
り
』
(
一
九
九
三
年
九
月
発
行
)
の
な
か
に
、

春
日
社
に
経
を
奉
納
す
る
例
を
あ
げ
て
、
「
春
日
社
は
こ
と
に
後
嵯

峨
院
と
後
深
草
院
の
尊
崇
篤
い
神
社
で
し
た
。
前
方
便
と
い
っ
て
、

ま
ず
準
備
の
た
め
三
週
間
は
精
進
潔
斎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

お
そ
ら
く
一
、
二
筒
月
間
か
、
法
華
堂
や
写
経
所
に
飽
り
っ
き
り
で
、

滞
在
費
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
な
ら
、
使
用
す
る
紙
代
や
ら
奉
納
に
あ

た
っ
て
の
供
養
の
お
布
施
や
ら
、
物
入
り
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
」

と
の
御
指
摘
が
あ
る
が
、
雅
忠
女
は
膨
大
な
写
経
奉
納
の
費
用
を
ど

こ
か
ら
捻
出
し
た
の
か
。
そ
し
て
何
年
に
も
わ
た
る
長
期
の
旅
の
費

用
は
い
か
に
し
て
調
達
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
四
条
家
と
の
縁
が
薄
れ

て
か
ら
は
、
彼
女
に
は
後
見
人
も
な
く
、
衣
装
を
整
え
る
こ
と
に
も

苦
労
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

有
明
の
月
が
遺
し
た
金
に
関
し
て
は
、
有
明
の
四
十
九
日
の
法
要

に
際
し
、
「
か
の
御
心
ざ
し
あ
り
し
金
す
こ
し
取
り
分
け
て
、
調
諭

の
御
布
施
に
た
て
ま
つ
り
し
」
(
三
九
二
頁
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、

有
明
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
彼
が
遺
し
て
く
れ
た
も
の
を
役
立
て
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
わ
ば
有
明
の
御
心
ざ
し
の
遺
産

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
彼
女
は
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
長
期
間
に
わ
た
る
旅
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

一
七
三



園
文
事
論
叢

第
六
十
一
輯

思
う
。
五
部
大
乗
経
の
書
写
供
養
が
彼
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
な
さ

れ
た
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
有
明
の
死
後
、
雅
忠
女
が
浬

集
会
に
参
加
し
た
折
、
「
聴
聞
所
に
袖
片
敷
き
て
ま
ど
ろ
み
た
る
焼
、

あ
り
し
に
変
ら
ぬ
面
影
に
て
、
『
憂
き
世
の
夢
は
長
き
闇
路
ぞ
』
と

て
、
抱
き
付
き
た
ま
ふ
と
見
て
、
お
び
た
だ
し
く
大
事
に
病
み
出
し

つ
つ
、
心
地
も
な
き
ほ
ど
な
れ
ば
、
」
(
三
九
三
頁
)
と
な
り
、
ま
た

「
彼
岸
の
御
俄
法
、
両
院
嵯
峨
殿
の
御
所
に
て
あ
る
に
も
去
年
の
御

面
影
身
を
離
れ
ず
、
あ
ぢ
き
な
き
ま
ま
に
は
、
『
生
身
二
伝
の
釈
迦

と
申
せ
ば
、
唯
我
一
人
の
寄
ひ
過
た
ず
、
迷
ひ
た
ま
ふ
ら
む
道
の
し

る
べ
し
た
ま
へ
』
と
の
み
ぞ
思
ひ
つ
づ
け
は
べ
り
し
。
」
(
三
九
七
頁
)

苦
し
ん
で
い
る
有
明
の
面
影
が
離
れ
ず
、
雅
忠
女
も
救
い
を
求
め
る

心
、
切
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

雅
忠
女
が
参
拝
し
た
寺
社
の
多
く
は
阿
弥
陀
信
仰
に
関
わ
り
を
も
っ

て
い
る
。
先
に
見
た
「
生
身
の
仏
」
の
い
る
善
光
寺
は
も
と
よ
り
の

こ
と
、
石
清
水
八
幡
宮
や
鶴
岡
八
幡
宮
に
鎮
座
す
る
八
幡
神
の
本
地

仏
も
阿
弥
陀
如
来
。
雅
忠
女
は
八
幡
神
に
つ
い
て
、
「
『
苦
の
衆
生
に

代
ら
む
た
め
に
、
御
名
を
八
幡
大
菩
磁
と
号
す
』
と
こ
そ
申
し
伝
へ

た
れ
。
」
(
五
一
一
頁
)
と
記
し
て
い
る
。

奈
良
の
法
華
寺
は
ま
さ
に
滅
罪
の
寺
、
法
隆
寺
、
中
宮
寺
は
聖
徳

太
子
ゆ
か
り
の
寺
、
当
麻
寺
は
中
将
姫
と
当
麻
寺
受
陀
羅
で
知
ら
れ

一
七
四

て
い
る
。
雅
忠
女
は
四
天
王
寺
に
も
参
詣
し
て
い
る
が
、
牛
山
佳
幸

「
善
光
寺
創
建
と
善
光
寺
信
仰
の
発
展
」
に
よ
れ
ば
、
「
聖
徳
太
子
建

立
の
四
天
王
寺
は
、
院
政
期
ま
で
に
圏
域
寺
末
寺
と
し
て
寺
門
派
の

僧
侶
が
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
た
が
、
寺
内
で
は
そ
の
西
門
が
極
楽

浄
土
の
東
門
と
す
る
思
想
が
定
着
し
、
欣
求
浄
土
の
熱
烈
な
信
者
に

支
え
ら
れ
て
、
日
夜
弥
陀
の
念
仏
の
絶
え
な
い
浄
土
信
仰
の
一
大
メ
ッ

カ
と
な
っ
て
い
た
。
四
天
王
寺
と
普
光
寺
と
は
い
ろ
い
ろ
の
点
で
共

通
点
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
聖
徳
太
子
と
善
光
寺
如
来
が
手
紙
の
や

り
取
り
を
し
た
と
い
う
伝
承
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
に
成
立
す
る

こ
と
な
ど
は
、
四
天
王
寺
信
仰
と
の
関
係
を
無
視
し
て
は
説
明
で
き

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
こ
と
で
、
や
は
り
四
天
王
寺
は
普
光

寺
と
関
係
の
深
い
浄
土
信
仰
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

熊
野
本
宮
も
浄
土
信
仰
の
地
で
あ
っ
た
。
五
来
重
氏
に
よ
れ
ば
、

「
元
来
熊
野
は
山
中
他
界
と
海
上
他
界
の
二
つ
の
信
仰
を
も
っ
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
:
・
山
と
海
で
外
海
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
こ
の
地
方
は
死

者
霊
魂
の
行
く
国
(
憾
図
)
と
か
ん
が
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
熊
野
本
宮
は
本
地
阿
弥
陀
加
来
と
信
じ
ら
れ
た
」
。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
雅
忠
女
の
訪
れ
た
寺
社
は
そ
の
多
く

が
阿
弥
陀
信
仰
に
関
係
の
あ
る
地
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
有
明

の
月
と
自
ら
の
救
済
、
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
亡
き
人
び
と
の
冥
福



を
祈
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

七
年
前
に
拙
稿
「
無
縁
の
女
」
を
書
い
た
と
き
か
ら
、
雅
忠
女
の

旅
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
折
に
触
れ
て
は
考
え

て
い
た
。
彼
女
は
時
宗
に
帰
依
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

帰
依
し
て
い
た
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
大
い
な
る
影
響
を
受
け
て

(
幻
)

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
一
一
過
聖
絵
』
に
よ
れ
ば
、
弘
安
七
年
(
一
二
八
四
)
四
月
、
一

遍
一
行
が
京
都
に
入
っ
た
と
き
貴
賎
上
下
群
を
な
し
身
動
き
も
で
き

な
い
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
、
そ
の
折
、
久
我
家
の
一
族
で
あ
る
土
御
門

入
道
前
内
大
臣
・
中
院
通
成
(
雅
忠
女
の
父
の
従
兄
弟
)
が
念
仏
結

縁
の
た
め
訪
れ
た
と
い
う
。
弘
安
七
年
と
い
え
ば
、
有
明
の
月
の
三

回
忌
を
営
ん
だ
翌
年
で
あ
る
。
一
遍
は
京
都
滞
在
中
、
空
也
の
遺
跡

で
あ
る
市
屋
に
道
場
を
開
い
て
一
か
月
ほ
ど
教
え
を
説
い
た
と
い
う

か
ら
、
彼
女
も
一
遍
の
教
え
に
触
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
と
思
う
。
一

遍
は
布
教
の
折
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
決
定
往
生
六
十
万
人
」
と
刷

ら
れ
た
札
を
配
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
賦
算
で
あ
る
。
雅
忠
女
も
こ

の
札
を
ど
こ
か
で
手
に
入
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
彼
女
に
と
っ

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

て
救
い
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

中
世
に
お
け
る
旅
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
時
宗
の
果
た
し
た

役
割
は
実
に
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
被
原
雅
治
「
中
世
東
海
道
の
宿

と
波
の
空
間
構
成
」
に
よ
れ
ば
、
「
時
宗
寺
院
は
宿
を
支
え
る
一
大

勢
力
で
、
と
り
わ
け
権
力
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て
時
宗
道
場
が
使
用

さ
れ
た
。
宿
と
な
る
寺
院
建
設
資
金
の
調
達
は
、
遊
行
僧
の
勧
進
行

為
と
在
地
の
武
士
層
の
協
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
遊
行
僧
を
始
め

と
す
る
宗
教
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
宿
と
宿
の
情
報
交
換
を
容

易
に
し
、
彼
ら
の
も
た
ら
す
情
報
は
道
路
情
報
と
し
て
中
世
の
旅
人

た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
」
雅
忠
女
が
た
と

え
時
宗
の
尼
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
と
き
に
は
時
宗
関
係
の
施

設
に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
彼
女
が
旅
を
す
る
上
で
、
こ

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
助
け
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

時
宗
の
遊
行
僧
や
一
般
に
宗
教
者
た
ち
は
「
無
縁
」
の
輩
の
代
表
的

な
存
在
で
あ
る
。
旅
の
途
次
、
雅
忠
女
は
時
に
は
彼
ら
と
同
宿
し
、

「
無
縁
」
の
人
々
と
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
有
明
の
月
が
雅
忠
女
の
た
め
に
遺
し
て
く
れ
た
「
ひ
と

は
た
の
金
」
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
砂
金
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
写
経
奉

納
や
旅
の
資
金
に
充
て
た
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
現
実
に
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
こ
に
は
金
融
業
者
の
存
在
が
考
え
ら
れ

一
七
五
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る
。
雅
忠
女
が
有
明
の
四
十
九
日
の
法
要
に
砂
金
を
少
し
取
り
分
け

て
御
布
施
と
し
て
寺
に
納
め
た
こ
と
は
前
に
も
記
し
た
が
、
こ
の
よ

う
に
寺
に
奉
納
す
る
以
外
は
、
砂
金
は
金
融
業
者
に
預
け
て
お
い
て
、

為
替
の
発
行
や
両
替
を
し
て
も
ら
い
、
現
実
の
費
用
に
充
て
て
い
た

【
お
)

と
恩
わ
れ
る
。
網
野
義
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
に
お
い
て
、
「
金

融
の
行
為
は
『
無
縁
』
の
場
、
『
無
縁
』
の
人
々
と
不
可
分
な
関
係

に
あ
り
、
『
無
縁
』
上
人
・
型
、
さ
ら
に
広
く
『
無
縁
』
の
輩
と

『
倉
庫
』
『
金
融
』
は
切
り
離
し
難
く
結
び
つ
い
て
い
た
」
、
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
雅
忠
女
は
こ
の
点
で
も
「
無
縁
」
の
人
々

と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

雅
忠
女
は
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
家
庭
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
夫

と
言
え
る
存
在
も
な
く
、
少
な
く
と
も
四
人
産
ん
だ
子
供
と
も
死
別

生
別
し
、
寄
る
辺
の
な
い
無
縁
の
女
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は
、

宮
廷
や
家
庭
の
束
縛
を
は
な
れ
て
尼
と
な
り
、
中
世
の
自
由
の
原
理

に
通
ず
る
「
無
縁
」
の
人
び
と
に
支
え
ら
れ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
、

長
旅
を
つ
づ
け
る
こ
と
も
で
き
た
。
七
年
前
に
書
い
た
拙
稿
で
、
私

は
雅
忠
女
の
こ
と
を
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
二
条
は
無
縁
の

女
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
た
。
し
か
し
彼
女
は
本
当
に
無
縁
の

女
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
雅
忠
女
は
自
ら
の
人
生
に
お
い
て
関
わ
っ

た
多
く
の
人
た
ち
を
強
く
心
の
な
か
で
抱
き
し
め
な
が
ら
生
き
て
き

一
七
六

一
遍
が
説
く
よ
う
に
一
切
を
捨
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
証
が
こ
の
『
と
は
ず
が
た
り
』
を
書
い
た
こ
と
で
あ
る
。
雅
忠

女
は
稀
有
な
ほ
ど
多
く
の
「
有
縁
」
の
も
の
た
ち
に
恵
ま
れ
た
、
類

ま
れ
な
る
「
有
縁
の
女
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た。

注

〈

1
)

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
参
照
し
た
網
野
氏
の
著
作
を
左
に
あ

げ
る
。
再
度
の
付
注
は
省
略
す
る
。

『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』
筑
摩
書
房
一
九
九
六
年
。

『
増
補
無
縁
・
公
界
・
楽
』
平
凡
社
一
九
九
六
年
。

『
日
本
中
世
に
何
が
起
き
た
か
』
洋
泉
社
二

O
O六
年
。

(
2
)

田
中
大
喜
編
著
『
下
野
足
利
氏
』
戎
光
祥
出
版
二

O
一
三
年
に
足

利
氏
の
歴
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

椀
飯
と
は
鎌
倉
幕
府
の
有
力
御
家
人
が
御
所
に
お
い
て
将
軍
を
饗

応
す
る
行
事
の
こ
と
。
こ
の
う
ち
正
月
三
が
日
に
行
な
う
も
の
を
、

正
月
椀
飯
と
言
い
、
有
力
御
家
人
が
日
替
わ
り
に
こ
れ
を
担
当
し
、

御
家
人
の
政
治
的
順
位
が
示
さ
れ
る
。
鎌
倉
幕
府
成
立
直
後
の
一
一

九
四
年
、
九
五
年
の
元
日
の
椀
飯
は
足
利
義
兼
が
担
当
し
て
い
る
。

(
4
)

『
歴
史
教
育
』
第
一
六
巻
第
一
二
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
。
さ

ら
に
隆
弁
に
関
し
て
は
、
湯
山
学
「
隆
弁
と
そ
の
門
流

l
l
北
条
氏

と
天
台
宗
(
寺
門
)
l
l
」
(
『
鎌
倉
』
第
三
八
号
、
一
九
九
七
年
)

を
参
照
し
た
。



(
5
)

土
屋
氏
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
親
玄
僧
正
日
記
』
の

写
真
帖
を
論
拠
に
し
て
お
り
(
私
も
史
料
編
纂
所
に
て
閲
覧
)
、
本

稿
で
は
そ
の
一
部
の
要
点
を
記
し
た
。
ま
た
、
高
橋
慎
一
朗
「
『
親

玄
僧
正
日
記
』
と
得
宗
被
官
」
(
五
味
文
彦
編
『
日
記
に
中
世
を
読

む
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
)
か
ら
も
示
唆
を
受
け
た
。

(
6
)

松
本
寧
至
『
中
世
女
流
日
記
文
学
の
研
究
』
明
治
書
院
一
九
八
三

年
、
参
照
。
久
保
問
淳
氏
も
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
解
説
に
お

い
て
松
本
氏
に
近
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

(
7〉
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
三
集
。
和
泉
書
院

二
O
O七
年
一
二
月
、
所
収
。

(
8
)

こ
の
論
争
に
関
し
て
は
、
小
口
倫
司
「
再
び
『
二
条
の
善
光
寺
参

詣
に
つ
い
て
』
研
究
の
経
過
と
そ
の
私
見
」
(
『
長
野
』
第
六
四
号
、

一
九
七
五
年
一
一
月
)
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
誌
に
参
詣
説

賛
成
派
の
小
林
計
一
郎
「
二
条
の
普
光
寺
参
詣
に
つ
い
て
」
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

(
9
)

『
女
子
大
国
文
』
一
四
二
号
二

O
O八
年
一
月
、
こ
の
論
文
に

お
い
て
須
田
氏
は
多
く
の
史
料
を
精
査
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。

私
も
須
田
氏
の
提
出
し
た
す
べ
て
の
史
料
を
確
認
し
た
が
、
本
稿
で

は
、
そ
の
一
部
の
要
旨
を
紹
介
し
た
。

(
凶
)
信
濃
毎
日
新
聞
社
二

O
O
O年
五
月
刊
行
。

(
U
)

頼
朝
が
建
久
八
年
三
月
に
普
光
寺
参
詣
を
し
た
と
い
う
記
録
は
、

『
吾
妻
鏡
』
に
は
そ
の
年
の
記
録
が
欠
け
て
い
る
の
で
確
認
で
き
な

無
縁
の
女
(
そ
の
二
)

い
が
、
『
相
良
家
文
書
』
(
『
大
日
本
古
文
書
』
)
と
『
立
川
寺
年
代
記
』

(
『
続
群
書
額
従
』
巻
第
八
百
五
十
九
)
で
の
確
認
は
で
き
、
ま
た
普

光
寺
周
辺
に
は
頼
朝
に
関
係
す
る
「
駒
返
り
橋
」
「
頼
朝
院
十
念
寺
」

な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
頼
朝
の
善
光
寺
参
詣
は
実
際
に
行
わ
れ
た

と
見
ら
れ
る
。

(
ロ
)
善
光
寺
御
開
帳
記
念
善
光
寺
信
仰
展
「
い
の
り
の
か
た
ち
」
展

示
図
録
二

O
O九
年
四
月
、
所
収
。

(
日
)
鎌
倉
遺
文
研
究
会
『
鎌
倉
時
代
の
社
会
と
文
化
』
東
京
堂
出
版
一

九
九
九
年
四
月
、
所
収
。
牛
山
氏
の
こ
の
論
文
に
は
「
鎌
倉
期
を
中

心
に
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
お
り
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
新
善
光

寺
一
覧
が
載
る
な
ど
、
当
時
の
武
士
の
普
光
寺
信
仰
の
実
態
が
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
後
述
す
る
明
月
記
の
記
事
も
牛
山
氏
の
指
摘

に
基
づ
く
。

(
M
)

東
京
美
術
一
九
六
九
年
五
月
刊
行
。

(
日
)
大
橋
俊
雄
校
注
『
一
遍
型
絵
』
岩
波
書
庖
二

O
一
五
年
(
再
版
〉

を
基
に
、
長
島
尚
道
「
一
遍
の
普
光
寺
と
熊
野
参
龍
」
(
一
遍
研
究

会
編
『
『
一
遍
聖
絵
』
と
中
世
の
光
景
』
あ
り
な
書
房
一
九
九
三
年

一
月
所
収
)
を
参
考
に
し
て
記
し
た
。

(
凶
)
善
光
寺
関
係
の
脅
籍
や
研
究
書
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
本
稿
を
書
く

う
え
で
、
個
別
に
提
示
し
た
も
の
の
他
に
次
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。

金
井
清
光
「
善
光
寺
型
と
そ
の
語
り
物
」
(
『
時
衆
文
芸
研
究
』
風
間

書
房
一
九
八
九
年
一
月
所
収
)
、
小
林
計
一
郎
『
善
光
寺
さ
ん
』
銀

一
七
七



園
文
皐
論
叢

第
六
十
一
輯

河
書
房
一
九
七
三
年
三
月
、
五
来
重
「
善
光
寺
信
仰
と
型
」
(
伊
藤

延
男
ほ
か
編
集
『
普
光
寺
』
第
一
法
規
出
版
一
九
九
一
年
四
月
所
収
)
、

杉
山
二
郎
『
善
光
寺
建
立
の
な
ぞ
』
信
浪
毎
日
新
聞
社
二

O
O六
年

七
月
。

(
口
)
吉
川
弘
文
館
一
九
八
一
年
八
月
刊
行
。

(
問
)
長
阿
部
作
編
『
講
座
日
本
美
術
史
4

造
形
の
場
』
東
京
大
学
出

版

会

二

O
O五
年
九
月
、
所
収
。

(
叩
)
『
国
文
研
究
』
(
名
古
屋
大
学
)
一
号
一
九
七
二
年
三
月
、
所
収
。

〈
却
)
『
国
文
論
藻
』
(
京
都
女
子
大
学
)
三
号
二

O
O四
年
三
月
、
所

収
。
須
賀
氏
の
こ
の
論
文
に
は
、
後
嵯
峨
院
、
後
深
草
院
、
亀
山
院

に
よ
る
五
部
大
乗
経
供
養
の
一
覧
表
や
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
登
場

す
る
そ
の
他
の
人
物
と
五
部
大
乗
経
供
養
の
関
わ
り
、
と
り
わ
け
源

通
光
の
写
経
供
養
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
で
、
そ
の
ご
く
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
。

(
幻
)
五
来
重
他
編
集
『
善
光
寺
心
と
か
た
ち
』
第
一
法
規
出
版
一

九
九
一
年
四
月
、
所
収
。

(
包
)
五
来
重
「
一
遍
と
高
野
・
熊
野
お
よ
び
踊
念
仏
」
新
修
日
本
絵
巻

一
七
八

物
全
集
U
『
一
遍
型
絵
』
角
川
書
応
一
九
六

O
年
、
所
牧
。

(
犯
)
松
本
寧
至
「
『
と
は
ず
が
た
り
』
に
見
ら
れ
る
時
衆
の
影
響
ー
ー

後
深
草
院
二
条
の
旅
の
側
面
1
1
」
(
『
文
学
と
仏
教
』
第
一
集
、
教

育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

O
年
)
も
、
時
衆
と
の
密
接
な
関
係
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
M
)

五
味
文
彦
他
編
集
考
古
学
と
中
世
史
研
究
9
『
一
遍
聖
絵
を
歩

く
l
中
世
の
最
観
を
説
む
l
』
高
志
書
院
二

O
一
二
年
七
月
所
収
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
部
の
要
点
の
み
を
記
し
た
。

(
お
)
「
砂
金
を
金
融
業
者
に
預
け
て
為
替
の
発
行
や
両
替
を
し
て
も
ら
っ

た
」
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
中
世
史
研
究
者
に
お
聞
き
し
た
こ
と
で

あ
る
。
本
郷
恵
子
『
中
世
人
の
経
済
感
覚
』

(
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
二

O
O四
年
)
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
大
般
若
経
書
写
費

用
と
し
て
三
十
貫
(
お
よ
そ
五
百
万
円
)
勧
進
し
た
僧
が
強
盗
に
殺

さ
れ
た
話
も
載
っ
て
お
り
、
写
経
費
用
の
莫
大
な
こ
と
の
示
唆
と
も

な
る
。

(
元
本
学
非
常
勤
講
師
)


